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補修設計
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美馬市脇町西赤谷

実施設計図面
Ｒ８馬土　国道１９３号（広棚橋）

　美・脇西赤谷　橋面補修工事
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端部処理詳細図 S=1:2

橋面防水工詳細図S=1:50 断面図
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区画線図 S=1:60

注)　施工時に現地実測の上、数量を確定
　　 すること。
注)　排水装置設置箇所は、現地状況に応

じて適宜移動させること。
注)　舗装撤去後、調整コンクリートの損

傷が確認された場合は、橋面防水工
施工前に、断面修復を行うこと。

　　 なお、断面修復工の設計数量は、
ポットホール補修箇所では損傷が発
生しているものと想定し算出してい
る。

　 工事においては、舗装撤去後に損傷
調査をし、数量を最終決定すること。

注)　調整コンクリートの損傷が広範囲に
わたる場合、レベリング舗装の適用
について検討すること。
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※導水管は下流側のみ設置する。

再生密粒度アスファルト混合物(13)地覆

ピタッとL型止水テープ同等品以上
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φ15孔(CONN PL側)

1 - PL 100 x 6.0 x 200(SM400A)
1 - PL 100 x 6.0 x 285(SM400A)
2 - PL 100 x 3.5 x 186
2 - BN M12 x 40(2-W付)
2 - BN M12 x 35(2-W付)
2 - 打込式アンカー M12 x 100
箇所数 n=1.0箇所
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1 - PL 100 x 6.0 x 200(SM400A)
1 - PL 100 x 6.0 x 281(SM400A)
2 - PL 100 x 3.5 x 306
2 - BN M12 x 40(2-W付)
2 - BN M12 x 35(2-W付)
2 - 打込式アンカー M12 x 100
箇所数 n=2.0箇所

支持金具詳細図
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施工計画図 S=1:200
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(脇町行車線規制)

片側交互通行

通行帯幅車線規制
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